
第６回分子生命科学講座リトリート 

プログラム＆要旨集 

 
 

令和元年８月１９・２０日（月、火） 

菊南温泉 ユウベルホテル 

開催地 

会場： 菊南温泉 ユウベルホテル 

住所： 熊本県熊本市北区鶴羽田 3丁目 10 番 1 号 

電話： 096-344-5600 

ホームページ：http://kikunan-ublhotel.jp/ 

   



世話人 

代表：三宅 靖延（免疫学） 

宿泊：南里 康弘（分子医化学） 

プログラム：東元 健（分子遺伝学） 

 

会場へのアクセス 

 注：送迎バスはありません。  

 

 

 



おすすめは、 JR 熊本駅から路線バスです (熊本電鉄バスの時刻表は最後のページに

あります )。  

 

部屋割り並びに参加者 

お部屋は別館にあり、和室 8畳、禁煙となっております。 

基本、3人/室です。ユニットバス（温泉）とトイレがついています。 

冷蔵庫（350ml 缶が 10本入る）がついています。 

隣接する温泉施設『あがんなっせ』については、宿泊中 1回無料利用出来ます。

http://agannasse-spa.jp/ 

 

522 号  

出原賢治（分子医化学：教授）、吉田裕樹（免疫学：教授）、副島英伸（分子遺伝学：

教授） 

 

523 号 

布村 聡（分子医化学：准教授）、原 聡史（分子遺伝学：助教）、中村公秀（免疫

学：院生 (麻酔科より)） 

 

524 号 

三宅靖延（免疫学：准教授）、南里 康弘（分子医化学：助教）、黒沼 智（免疫学：

社院生 (北里研究所病院より)） 

 

525 号 

東元 健（分子遺伝学：助教）、高井 雅之（分子医化学：院生）、古川 隆 (免疫

学：院生 (脳神経外科より)） 

 

526 号 

見市文香（免疫学：講師）、Sun Feifei (分子遺伝学：留学生) 



 

【８月１９日（月曜日）】 

 
１２：３０ 

ホテルのエントランスに集合後、集合写真撮影。 

写真撮影後、に別館 ２Ｆ KIZUNA（会議場）に移動。 

 

15:00 がチェックインのため、基本、荷物と共に会議場に移動する。 

（本館のフロントで荷物の預かりは可能ですが、宿泊、会議場は別館です） 

 

会議場 (別館 2F KIZUNA)（１３：００～１６：３０） 

１３：００ 

開会の挨拶 分子生命科学講座主任 出原賢治 教授 

 

１３：１０－１３：２０ 

分子医化学教室の紹介 

出原賢治 教授 

 

１３：２０ 

演題発表（発表時間２０分、質疑応答１０分） 

司会兼タイムキーパー：東元 健 

 

１３：２０－１３：５０ 

演題１．「血清ペリオスチン改変測定法の開発」 

高井雅之（分子医化学 社会人大学院生） 

 

１３：５０－１４：２０ 

演題２．「間質性肺炎に対する新たな治療戦略の構築」 

南里康弘（分子医化学） 

 

１４：２０－１４：５０ 

演題３．「顔面の皮膚線維芽細胞選択的 IKK2 欠損による新規アトピー性皮膚炎

マウスモデルの樹立」 

布村 聡（分子医化学） 

 

１４：５０－１５：００ 

休憩 

 

 

１５：００－１５：１０ 

分子遺伝学教室の紹介 

副島英伸 教授（分子遺伝学） 

 

司会兼タイムキーパー：三宅靖延 



１５：１０－１５：４０ 

演題４．「The extent of DNA methylation anticipation due to a genetic 

defect in ICR1 in Beckwith-Wiedemann syndrome」 

Sun Feifei（分子遺伝学 中国人留学生） 

 

１５：４０－１６：１０ 

演題５．「ヒト-マウス間における IG-DMR によるインプリント制御機構の違い」 

原 聡史（分子遺伝学 新規スタッフ（助教）） 

 

夕食まで自由討論 

 

浴場の営業時間 

1F 岩風呂 ６：００－９：００  １５：００－２４：００ 

あがんなっせ １０：００－２４：００（最終受付２３：００） 

 

１８：００－２０：００ 

夕食（会場：別館 2Ｆ 櫻の間） 

 

乾杯の挨拶：副島英伸 教授（分子遺伝学） 

途中に自己紹介入れる 

 

２０：００ 

夕食終了 

 

２０：００以降 

自由討論 

二次会場所：524 号室 

 

【８月２０日（火曜日）】 

 

６：４５－９：００ 

朝食（会場：別館 1F バイキングレストラン ナチュラ） 

バイキング形式 

 

９：００－ 

会議場 (別館 2F KIZUNA)（９：００－１２：００まで） 



 

９：００－９：１０ 

免疫学教室の紹介 

吉田裕樹 教授 

 

演題発表 

（院生 1年生：発表時間１５分、質疑応答５分） 

（社会人院生と教員：発表時間２０分、質疑応答１０分） 

司会兼タイムキーパー：南里 康弘 

９：１０－９：３０ 

演題５．「腹膜炎モデルマウスにおける IL-27 の役割」 

中村公秀（免疫学 院生 1年生：麻酔蘇生学より） 

 

９：３０－９：５０ 

演題６．「脳梗塞モデルマウスにおける IL27 の機能解析」 

古川 隆（免疫学 院生 1年生：脳神経外科より） 

 

９：５０－１０：２０ 

演題７．「高脂肪食が腸内細菌、腸炎に与える影響」 

黒沼 智（免疫学 社会人大学院生：北里研究所病院より） 

 

１０：２０－１０：３０ 

休憩 

 

１０：３０－１１：００ 

演題８．「赤痢アメーバ“含硫脂質代謝”の特殊性」 

見市文香（免疫学） 

 

１１：００－１１：３０ 

演題９．「シアル酸認識受容体 Siglec の新規リガンドの発見」 

三宅靖延（免疫学） 

 

１１：３０ 

閉会の挨拶 

吉田裕樹 教授 

 

１２：００ 

現地解散 

 



発表演題 

 

演題１：血清ペリオスチン改変測定法の開発 

高井雅之 （分子医化学） 

 

演題２：間質性肺炎に対する新たな治療戦略の構築 

南里康弘 （分子医化学） 

 

演題３：顔面の皮膚線維芽細胞選択的 IKK2 欠損による新規アトピー性皮膚炎マウス

モデルの樹立 

布村 聡 （分子医化学） 

 

演題４：The extent of DNA methylation anticipation due to a genetic defect 

in ICR1 in Beckwith-Wiedemann syndrome 

Sun Feifei (分子遺伝学) 

 

演題５：ヒト-マウス間における IG-DMR によるインプリント制御機構の違い 

原 聡史 (分子遺伝学) 

 

演題６：腹膜炎モデルマウスにおける IL-27 の役割 

中村公秀 （免疫学：麻酔蘇生学より） 

 

演題７：脳梗塞モデルマウスにおける IL27 の機能解析 

古川 隆 （免疫学：脳神経外科より） 

 

演題８：高脂肪食が腸内細菌、腸炎に与える影響 

黒沼 智 （免疫学：北里研究所病院より） 

 

演題９：赤痢アメーバ“含硫脂質代謝”の特殊性 

見市文香 （免疫学） 

 

演題１０：シアル酸認識受容体 Siglec の新規リガンドの発見 

三宅靖延 （免疫学） 

  



熊本電鉄バス時刻表 (平日) 

(行き) 熊本駅前～菊南温泉前  

                                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(帰り) 菊南温泉前～熊本駅前 

   発時刻 着時刻 運賃 

  


